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鶯頭発表報告

教 師 を エ ンパ ワ ーす る

ス ク ー ル リー ダ ー シ ップ につ い て の 考 察

一北海道東部における同僚性 コミュニテ ィ構築 の実践 を通 して一

創価大学教職大学院 院生

松 浦 賢 一

工 は じ め に

近年,ス クールリーダーをめ ぐる環境の変化の中で,ス クールリーダーシップが,

世界各地 で教育政策の優先事項 となっている。その背 景にある もの として,大 脇

(2005)は,学 校の 自律化政策の展開,学 校管理職の絶対的不足時代の到来,大 学院

教育の特色化 ・重点化への社会的圧力 とい う3つ の要因1を指摘 している。とくに,

大都市圏では団塊の世代の退職期にともない,新 任教員の大量採用が加速 してお り,

管理職の絶対的不足が緊急課題である。さらに,採 用 となる教師の資質能力の向上に

ついても重要な課題 となってお り,教 育委員会が主催する集合型の研修だけでなく,

校内研修の充実も重要視 されている。それを担うべ きミドルリーダーが求められてい

る。

しか しながら,山 嫡(2006)が 指摘するように,こ れまでの教員研修制度の整備が

ともすると実践現場に内在 していた一入一人の教師の発達を支え力量形成 を促 してい

く機能 を形骸化 しがちである2という問題が浮上 している。 フォーマルな形 をとって

制度化された研修に意義を見いだせないまま,葛 藤や苦悩のなかで霞信 と意欲を失 う

教師が増加 している。病気休職者数や退職者数は増加の一途をたどってお り,大 きな

課題の 一つ となっている3。

教師としての力量の向上とアイデ ンティティの構築 をはかるためには,フ ォーマル

な授業研究や公的な研修制度 とは別に,教 師としての喜びや誇 り,苦 悩を共有 してい

く場が必要である。そのような同僚性を基盤にしたコミュニティを構築するには,ス

クールリーダーシップが不可欠である。

そこで,1990年 代に新規大量採用期を迎 えた北海道東部地域における教師のネット

ワークづ くりの実践例 を取 り上げ,同 僚性 を基盤にしたコミュニティのあ り方につい

て検討するとともに,教 師をエンパワーす るスクールリーダーシップについて考察 し

たい。
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叢 ス ク ール リー ダ ー シ ップ の 定 義

スクールリーダーは,こ れまで 「学校管理職」「教育管理職」など校長 ・教頭を指

す用語が…般的に使用されてきたが,!990年 代以降これに変わるものとして 「スクー

ルリーダー」が次第に用いられるようになってきた4。

OECDの 活動 を導 くスクール リーダーの定義では,「 効果的 なス クールリーダー

シップが,正 式な地位 として単独で常駐 しなくても代わりに学校内の多 くの入々に割

り振 られる可能性が示されている。校長,副 校長,教 頭,リ ーダーシップチーム個々

のメンバー,学 校統治委員会(schoolgovemiitgboards),そ の他の学校関係の専 門職

員は,り 一ダーとして学留申心の学校教育の最終目標に貢献することがで きる。彼 ら

のリーダーシップ貢献の的確 な分散は,ガ バナンスやマネジメントの組織 自由裁量

権や責任の レベル,学 校 の規模や複雑性,生 徒の学業成績 レベ ルなどの要素 によっ

て,変 化 しうる5」とされている。

!990年 代中頃より北海道では,団 塊の世代の退職期を迎 え大量採用期に入 り,全 国

各地からの新規採用数が増加 した。広大な地域に小規模校が点在してお り,新 規採用

者はへ き地の学校への配属 となる例が多 く,複 式学級,小 中学校併設等,大 学の授業

で学んでこなかった課題に直面する。教員数が少ないため,一 人当た りの仕事量が多

い上,児 童 ・生徒の学習習熟度の差 も大きく,新 任教師の多 くがリア リティ ・シ灘ッ

クを受ける。

情熱や意欲 使命感を持ち合わせ なが ら教師生活をスター トしたものの,理 想 と現

実 とのギャップに悩み苦 しむ教師の数は増加の一途をたどり,周 囲の期待に応えよう

とするあまり,剛 寮にも悩みを相談できずに孤立 し,休 職や退職する教師が出る状況

にまで陥る。

若い教師たちが,多 くの困難を乗 り越えるには,若 手教師同士で経験交流 し合った

り,悩 みを相談し合った りすることがある。 また,先 輩教師か ら具体的なア ドバイス

を得なが ら,次 第に力量 を形成 し,発 達を遂げていぐ。

それは,エ テ ィエ ンヌ ・ウェンガー ら(2002)が 理論化 した 「実践1ミ ュニテ ィ

(Communitiesofpractice)」 で もあろう。「実践 コミュニティ」とは,「 あるテーマに

関する関心や問題,熱 意などを共有 し,そ の分野の知識や技能を,持 続的な相互交流

を通 じて深めてい く入々の集団7」のことである。

校内でそのような体制やコミュニティを形成することが望ましいが,熟 練教師が少

ない小規模校ではそれが困難であり。そのため,学 校 という組織の枠を超えて地域に

まで拡大 した協働文化を創出する必要があり,そ れを構築するスクールリーダーが不

可欠である。
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m教 師が学びあうインフォーマルな研修の実際

環本では集団主義をベースにした組織が形成され,教 師が学びあう協働文化の歴史

が長い。戦後の教育実践史においても,実 践現場の課題をとりあげ相互の啓発 を通 し

て学び合 う教師サークルが各地で生まれた。上越教師の会もその…つ である。

山購(2006)が 実施 した教師のライフコースに関する調査では,自 らの教職生活を

振 り返ることによって,「 実践の質的向上に意義あるもの」 として多 く指摘された も

のの中に,「 職場の雰囲気や人間関係」「自分の意欲や努力」「研究会 ・サークルへの

参加」などインフォーマルな要素の強い事柄があげられる8。

個別の学校や鯛入の経験差をこえたインフォーマルなネットワークによって築いて

きた同僚性の歴史は脈々と続いている。そしてこの教師文化の申でこそ,教 師の専門

職 としての価値や意味の発見が生まれているの も事実である9。

そこで,若 い教師の育成に焦点をあてたインフォーマルな研修会を企画し,悩 み多

き若い教師の連帯を強めなが ら,そ れぞれが抱える課題の解決をはかろうと,同 僚性

を基盤にした教師のネッ トワークづ くりを試みた。

1.研 修会の概要

⑦対象者

保育園から高等学校,高 等養護学校に所属する30歳 代 までの若い教師を対象 とした。

②研修会の開催H

月!回,第4土 曜}ヨに研修会を開催 した。

③研修の内容

幅広い校種の教師が集まるため,人 間教育 ・人生哲学など共通 した内容とし,教 師

としての指導方法 ・技術にとどまることなく,教 育者としての資質やあ り方を中心に

学んだ。

④担当講師

講師は,入 間教育 を研究する教育研究者や元教師に依頼 した。

Fig.1研 修 会 の様 子

無蜘 欝

Fig.2研 修 会 の参 加者

一77一



口頭 発 表報 告:教 師 をエ ンパ ワーす る ス クー ル リー ダ ー シ ップ に つ いて の 考 察

⑤グループ編成

広範囲の地域のため,各 市町村単位などの地域 ごとに小グループをつ くった。

⑥開催会場

会場は一か所に限定せず,毎 月各地域を巡回するようにした。受け入れる地域のグ

ループが研修会の運営役員を担当し,当 番校制 と同様の形式にした。その運営方法は

学校現場に生かされた。

⑦交流会の設定

研修会終了後に,野 外でのバーベキュー,食 堂や レス トランでの会食会など,互 い

の入問的な交流の機会の場 を設けた。その経験が学校での野外活動 に生かされた。

⑧通信の発行

研修会終了後には毎回,通 信を発行 した。研修会の様子を写真記録に撮 り,そ れら

を研修会で学んだ内容 とともに通信に掲載 した。

⑨教育実践記録集の発刊

研修を通 し,入 間教育の原点を学び,語 り合ってい く中で,参 加者の一一・人一入が人

問教育の体現者 として成長 し,現 実の課題や壁を乗 り越えながら,実 践の場で様々な

活動を展開することがで きた。その成果 を年に…・回,「教育実践記録集」 として 一冊

にまとめた。

2。 参加者の学び(研 修会の感想から)

研修会に参加 した教師の感想か らは,教 師 としての既存の自己の解体 と新 しい自己

の発見 と創造を求めていっていることがわかる。以下に代表的な感想 をい くつか紹介

する。

⑦ 自己の姿勢を省察する教師

・H々 の忙 しさに追われ,「何のために教師をしているのか」 を忘れてしまうこと

があ ります。研修会に参加するたびに,「 ああ,そ うなんだ」 と初心に帰ること

ができます。

・今圓初めて参加させていただきました。4月 より教員となり,色 々悩むこともあ

りましたが,結 局は自分自身で決まっていたんだなということを感 じました。今

臼よりまた決意を新たに全力で取 り組んでまい ります。

② 課題の解決に向けて決意を新たにする教師

・学習会に参加でき,本 日も元気 をいただきました。参加する度に自己の慢心や惰

性 を打ち破 っていただいています。本年は職場で大勝利をと決意を新たにしてお

ります。毎回の研修を自身の成長の節 目としてい きます。

・実践報告 を聞いて 「よし,私 も来年度から始めてみよう」 と決意 しました。この

!年 間,1年 生を受け持ってお り,そ の1年 をふ り返 る中で,様 々な反省点があ

りました。「来年度はこうしてみよう」 というものもた くさんあ りますが,そ の
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中の一つ として,教 育実践記録 をつけ,指 導に役立てていきます。

③ 研修会を節 穏に課題を克服 して参加する教師

・今年度は職場の環境が最悪で した。同じ科の職員が心神喪失で授業0。 うつ病で

休職。その中で一入授業 ・分掌,そ して卒業担任 と,圧 倒的な働 きをしていま

す。代替教員 もいない中で,「君がいるか ら安心だ」 と管理職からの信頼を勝 ち

取 りました。

・難がないのが幸福ではな く,難 と戦ってい くことが幸福 なのだということを改め

て理解 しました。3学 期 より職場復帰 し,朝4時 半に起床 してから出勤すること

を決意。今 まで悩んでいたことが,一 つ一つ解決 し,い かに生命力が大切かを実

感しました。 これか らも大小様々な難があるのは当然。常に挑戦し続けてい く決

意です。

W本 研究の成果

!997年 に北海道の東端に位置する釧路 ・根室管内でスター トした,脊 年教育者の研

修グループ 「釧路月光会」は,6年 間継続 して研修会を開催 し,毎 年55人 か ら80余入

の若い教師が研修 グループに参加 した。

Tainle1青 年教育者研修グループ 「釧路月光会」の開催記録

期 開催年 人数 実践記録本数

三期

2期

3期

4期

5期

6期

1997(平 成9)年

1998(平 成10)禽 三

1999(平 成11)年

2000(平 成!2)年

200](平 成13)年

2002(平 成14)年

66名

76名

79名

55名

84名

55名

32本

2i本

24本

19本

!4本

その後,北 海道の各地にネ ットワークが広が り,!998年 には同じ道東地域の北見市

や網走市を擁する網走管内でスター トした。それか ら間もなくして帯広市を擁する十

勝管内で もスター トした。その翌年の1999年 には,大 雪山系の 欝勝峠を越えて西側の

地域にまで拡大 し,室 蘭市や苫小牧市 を擁する口高 ・胆振管内,そ して札幌 ・小樽地

方 まで達 した。

21世 紀に入 り,北 海道における新規大量採用は終焉を迎 え,2002年 に青年教育者の

研修 グループ 「釧路月光会」の使命 を終えた。
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恥.3青 年教育者研修グループ 「釧路湾光会」から北海道内への広がり

その後,時 代 と地域のニ ーズに応 え るため に,よ り専 門的な研 修 の必要性 か

ら,2002年 に 「釧路教育カウンセラーの会 ・サポー ト」を発足 した。学校で起 きる問

題を教師の指導力を高めることで未然に解決する,今 までにない画期的な組織 として

注目され,会 の発足から4年Nに,会 員は釧路市教育委員会の指導主事全員が名を達

ね,同 市教育行政 として も推奨された圭。。

北海道東部におけるインフォーマルな研修グループの実践では,若 手の教師が行き

づまった問題を抱えている場合 に,経 験 茎かな教師のア ドバイスにより,心 理的負担

が軽 くなったと考えられる。北海道のロマ ンの大地に育まれた種は,凍 てつ く大地を

割 り,幾 多の希望の花 として桜梅桃峯のごとく,そ れぞれの花を開花 させた。

時代の変化のなかでさまざまな教育問題が山積する中,教 師 としての信念が揺らぐ

「危機」 におちいる経験をした時に,教 師の成長 を支える同僚性 コミュニティの存在

とその泉たす役割は大 きい。そ して同僚性の単位 を一つの学校の教員だけに限定して

考えるのではな く,よ り広い教師のネットワークの中で考えてい くことも必要であ

る㌦

ネッ トワークをつ くり対等の立場で協働的関係 を構成することは,教 師の仕事を個

入的な活動から共同の活動 に転換させ,新 しい專門性をつ くってい く。ネットワーク

は,教 育者 としての専門性 を磨 き,力 量を形成する資源 となる。そのネットワークを

構築 し,教 師をエンパワーするためには,ス クールリーダーシップが不可欠なのであ

る。

北海道東部における実践例は,当 時の北海道と同様に若手教師の育成が課題となっ

ている現在の大都市圏において,そ の解決のための示唆を箏えるものとして価値があ

るものと考える,、
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